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1. 第 16 回大会及び総会について
2016年12月11日、本協会第16回大会及び総会が専修大学神田校舎において開催されました。
午前9時から研究発表が開始され、松山 航平 会員（京都大学教育学部）による「恥による精神分析」〔司会：平野 信（こころの分析室・北小田原病院）〕、桑原 旅人 会員（東京大学大学院博士課程）による「ラカンにおける「不安」の問題」〔司会：伊吹 克己（専修大学）〕、山﨑 雅広 会員（京都大学大学院修士課程）による「l'imaginaire animal（動物の想像界）」〔司会：立木 康介（京都大学人文科学研究所）〕、以上三つの研究報告が行われました。
次に、昼休みを挟み、午後１時30分から会員総会がおこなわれました。

会員総会においては、原事務局長による会務報告（論集第14・15号の編集の進行状況、次年度の活動予定など）が行われ、予決算が承認されました。次年度については、主として、第23回・24回ワークショップ及び第17回大会の内容について理事会で協議されていることが報告されました。

午後2時30分からはシンポジウム〈 主のディスクールの現在 〉が開催されました。

当日は、会員および会員外の参加者が詰めかけ、福田 大輔 理事（青山学院大学総合文化政策学部）による「犯罪事件の精神分析的解説を反駁する手記について ― 秋葉原連続殺傷事件をめぐって 」、松本 卓也 理事（京都大学大学院人間・環境学研究科）による「フロイトの集団心理学、ラカンの社会的紐帯論 ― ヘイトスピーチとレイシズムの事例から」、小林 芳樹 理事（国立病院機構東尾張病院）による「現代日本における父・知なき主人のディスクール」という、以上三つの報告が行われました。その後、原和之（東京大学大学院総合文化研究科）を司会とし、予定時間をオーバーする活発な議論が交わされました。シンポジウム終了後は、会場近くの「中華料理　源来酒家」において懇親会が開催され、約20名の参加者を得て、盛会のうちに終了しました。
2.  会員動向
2016/2017年度現在までの会員の入退会について
入会者：1名

退会者：3名
現在会員数103名（Ａ会員58名、Ｂ会員45名）
3. 　第 17 回大会シンポジウムのテーマ及び提題者について

第17回大会を、2017年12月上旬に専修大学神田校舎にて開催いたします。
「《エディプス》以後」に関するシンポジウムを開催する方向で理事会にて協議が行われています。堤題者と司会者に
つきましてはただいま調整中です。詳細に関しましては決定し次第協会ホームページ（およびメールアドレスをお知らせいただいている会員にはＥメール）でお知らせしますので、いましばらくお待ち下さい。

また、これに伴い、午前中には、会員による一般研究発表を予定しております。発表を希望する会員の方は、(1)ご氏名 (2) ご所属 (3)ご発表のタイトル (4) 200字程度の梗概を添えて事務局までご連絡ください。申し込み締め切りは2017年9月末日となります。
4.  機関誌の発行
　協会機関誌『I.R.S.――ジャック・ラカン研究』第16号の発行により、これまでの機関誌発行の遅延を解消することができました。第17号につきましては、協会の読書会での活動を反映させた「今日のエディプス」特集号となる予定で、2018年春の刊行を目指して準備を進めております。
5　機関誌17号掲載予定の投稿論文の公募
機関誌第17号に掲載される論文を公募いたします。締め切りは、2017年12月末日、枚数は、400字詰め原稿用紙で50枚程度。テーマは、ラカンおよび精神分析に関するもの。会員諸氏におかれましては、ふるってのご応募をお願いいたします。提出方法等につきましては事務局までお問い合わせ下さい。

6.　第 24 回ワークショップについて
第24回ワークショップは本年10月15日（日）に開催の予定です。タイトルは「エディプスと女性的なるもの」としまして、立木 康介 理事に司会をご担当いただき、春木 奈美子 会員（京都大学）と花田 里欧子氏（東京女子大学）にご登壇いただきます。詳細に関しましては決定し次第協会ホームページ（およびメールアドレスをお知らせいただいている会員にはＥメール）でお知らせしますので、いましばらくお待ち下さい。
7.　研究会／読書会
すでに協会ウェッブ並びにＥメールにてお知らせしておりますように、2008年より、協会公認の読書会としまして『エクリ』読書会を継続してまいりましたが、講師の都合により、一時の間休止とさせていただきます。また異なる形式で再開を予定しております。詳細につきましては協会ウェッブをご覧下さい。
上記の読書会が一時休止となりましたので、従来とは異なる開催形態を模索する趣旨で、「日本ラカン協会研究会」の企画が承認されました。これは本年度の年間活動テーマに関わる夏と秋のワークショップ、年次大会以外に開催するものです。毎回出席できない参加者も考慮して、テクスト読解ではなく、研究発表、合評会等のかたちをとり、週末の19時以降に開催されます。これまで二度の研究会が実施されました。

パイロット版 日本ラカン協会研究会第 1 回
日時：4月21日（金）19時から21時

場所：東京大学駒場キャンパス18号館4階コラボレーションルーム3

発表者：佐藤朋子会員（東京大学）
発表タイトル：「他所からの記憶――フロイト以後の『オイディプス王』読解、
あるいは応用精神分析の可能性」

パイロット版 日本ラカン協会研究会第 2 回
『ラカン 真理のパトス：1960年代フランス思想と精神分析』合評会

日時：6月23日（金）18時30分から20時30分

場所：東京大学駒場キャンパス18号館4階コラボレーションルーム3

コメンテータ：合田正人（明治大学文学部長）
十川幸司（精神分析家・精神科医　十川精神分析オフィス）

福田大輔（青山学院大学総合文化政策学部）

応答：上尾真道（立命館大学衣笠総合研究機構）

司会：原和之（東京大学総合文化研究科地域文化研究専攻）
今後の予定に関しましては決定し次第協会メーリングリスト（およびメールアドレスをお知らせいただいている会員にはＥメール）でお知らせします。
8.　会費納入のお願い

2016/2017年度（2016/10/01-2017/09/30）分の会費納入がお済みでない方及び前年度までの会費の未納分がおありの方は、同封の郵便振替用紙にて会費を納入くださいますようお願いいたします。
前年度までの会費未納分に関しましては、2016/2017年度の金額に未納分の金額をプラスして
郵便振替票に記載しております。

（既に会費納入がお済みの方には用紙は同封致しておりません。また、行き違いによって納入が
お済みの方に郵便振替用紙をお送りしてしまった場合、恐れ入りますが、破棄をお願いいたします）

振替口座番号は「00110-9-604146」

口座名称は

「日本ラカン協会事務局」です。

不明な点などございましたら、当協会事務局までお問い合わせ下さい。

9． 名簿の追加・訂正について

会員名簿の訂正・追加をお送りいたします。別紙をご参照ください。

他、訂正がございましたら事務局までお知らせ頂ければ幸いです。
10．メールへの移行について

　先回会務報告での協会からの連絡のためメールアドレスをお知らせいただくようお願いしましたが、これにたいして多くの会員の皆様からご協力いただくことができました。厚く御礼申し上げます。引き続き受け付けておりますので、今後メールでの連絡に移行して構わないとお考えの会員の皆様は、事務局のメールアドレス（sljsecretariat@netscape.net）までその旨お知らせ下さいますよう、重ねてお願い申し上げます。　

　以上
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